
ACG032-07 会場:105 時間:5月 27日 10:00-10:15

バイアス補正された気候モデル日降水量出力の空間分布および極値の再現性につい
て
Spatial reproducibility of bias corrected daily precipitation compiled from climate mod-
els
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種々の GCM(Global Climate Model)や RCM (Regional Climate Model)を用いた気候予測がなされており，それら出力
は将来の水循環変動のシミュレーション等に用いられている．しかしGCM/RCM出力にはバイアスが含まれており，よ
り信頼性の高いミュレーションを行うためには，GCM/RCM出力のバイアス補正を行う必要がある．バイアス補正手法
としては，気候モデル出力の平均値を観測値の平均値へと補正する方法，気候モデル出力と観測値の比を計算し，将来
予測値にその比をかけることでバイアス補正された将来予測値を求める方法等がある．また気候モデル出力の累積分布
関数 (CDF: Cumulative Distribution Function)と，観測値の累積分布関数の対応関係を基に，気候モデル出力のバイアス
補正を行う方法もしばしば用いられている．これらバイアス補正手法では，バイアス補正は各格子点別に行われるため，
基本的には各格子点毎には観測値と統計的な整合性の合う補正値が作られる．しかしこの場合，各地点別に独立してバ
イアス補正が行われるため，バイアス補正して得た降水量等の各変数の空間分布が，観測値と整合性があるとは限らな
い．一方，バイアス補正して得たデータが水文モデルへの入力等として用いられる場合，特に降水量の空間分布の再現
性はそのシミュレーション結果に少なからず影響を及ぼすと考えられる．
そこで本研究では，複数のバイアス補正手法によるバイアス補正結果について，降水量の空間分布の再現性に特に着

目し，バイアス作成されたデータの特徴を述べる．また，影響評価を行う際には極値の再現性が重要である場合も多い
ため，それら手法による極値の再現性についても述べたい．
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